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（作品審査結果の要旨） 
 
小林佐和子の作品は擬人化やありそうであり得ないマジックリアリズムをコンセプトに制作した作品であ
る。～水中の踊り～の作品群は金魚を題材に、尻尾は豪華な羽根毛飾りや天狗の団扇などをヒントに装飾し
ている。イメージの湧き上がるまま制作していると言えよう。彼女は学部の頃から練込による作品を作って
いた。練込は難しい技法で、専門に打ち込む人間があまりいない。論文によってミッレフィオリと言うガラ
スの連続模様の作品を見た感動が彼女の原点であることが判った。ミッレフィオリとは俗に言う金太郎飴の
作り方によって出来上がった連続模様をつなぎ合わせ造形するガラスの技法である。練込による細かな連続
模様を構成させるが、練込粘土一粒が個々に収縮するので、接着状態が弱かったりすると乾燥中にひび割れ
が生じる。乾燥に細かな注意を要する技法である。彼女の卒業制作はひび割れとの戦いであり私も内心心配
しながらアドバイスを与えてきた。大学院に入ると多くの学生が自分の作るもの、なにをよりどころに作る
べきなのか悩み壁にぶち当たる事が多い。彼女も同様の悩みを抱えながら制作していたようである。この間
にマジックリアリズムなどのコンセプトが芽生え、小林佐和子の世界が開けてきたようだ。練込技法は色調
や組み合わせ方によって個人の感覚が表れやすい。作者の色感や構成力、表現力が直に表れ、精緻な作品や
品格のある作品が生み出される技法であるといえる。様々な色粘土を作り、練込の色彩に変化を与えている。
金魚の目を人間の目のように擬人化させ、水中のゆらゆらと揺れる尻尾を巧みに表現し、冠鳥の作品は彩泥
の技法を中心にして轆轤挽きの上に紺や緑、赤などの泥漿を塗り重ね、その積層になった胴体の羽根や尻尾
を一枚一枚削り出し彩色の変化を表現している。鮮やかな金魚に対し冠鳥は渋く、落ち着いた配色にまとめ
「彩艶くらべ」の表題のごとく対比させ不思議なリアリスティックな雰囲気を醸し出している。 
マジックリアリズム的な発想から創造の世界が大きく広がり、自由な発想で作品づくりに打ち込めるよう
になったと言える。難度の高い練込技法と彩泥の色彩感覚、その造形性を調和させた「彩艶くらべ」の作品
は小林佐和子の世界の出発点と言える作品群であり、完成度も高く博士授与に十分に値するものと判断する。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
小林佐和子の博士作品は、ヴェネツィアンガラスのミッレフィオリを陶芸技法で表現する事から始まった。
ガラス技法のミッレフィオリを着色磁器による練り込み技法を用いて表現し、学部卒業制作で大皿の作品と
して展開した。陶磁器の練り込みは、着色した粘土を接合し文様化する技法であるが、素地作りに細心の注
意と時間を要し、その際の油断が乾燥や焼成時の失敗に繋がる極めて難しい高度な技法である。修士課程で
は、さらにその技法研究を深め、自ら考案し名付けた彩層技法も加えた数多くの焼成試験を繰り返し、豊か
な色彩感覚の作品へと展開していた。その研究成果を修了作品では精神性の高い壁面作品として発表した。
修了制作にもその片鱗を伺う事ができるが、博士課程では理論構築に力を注ぎ研究を進めた。文学の表現技
法に用いられるマジックリアリズムを陶磁器の立体表現に取り入れる試みを中心に制作と論考を進め、美し
いと感じる形の中に混淆する現実と非現実を具現化した独自の世界観を構築して行った。マジックリアリズ
ムを取り入れた作品制作の初期段階では、現実と非現実の相違が強く、その特異な形態に違和感を感じさせ
るものであった。しかし、論文の執筆が進み、マジックリアリズムの考察が深まるにつれ、作品における表
現も完成度を増していった。二つの作品群からなる博士作品「彩艶くらべ」には、共に練り込み技法と採草
技法を巧みに組み合わせ 金魚をモチーフとした「水中の踊り」では、磁器素地の白を基調に淡い色彩でま
とめ、鳥をモチーフとした「空の宴」では、渋みのある強い色彩となっている。全体に和を意識した色調に
まとめ、一点一点が表情豊かな作品として成立している。マジックリアリズムをコンセプトに独自の世界観
を作品に表した優れた表現力と創造性に満ちた作品は、その裏付けとなる理論展開を示した論文と共に更な
る展開を暗示する発表であり、これからの陶芸分野に一つの方向性を示すものとして博士学位に相応しいと
判断する。 
